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Ⅲ-３．労働
ろうどう

と雇用
こよう

 

 

 就 労
しゅうろう

合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

は、従 来
じゅうらい

、障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

などで規定
きてい

されてき

た福祉的
ふくしてき

就 労
しゅうろう

を障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

でどのように規定
きてい

するかの検 討
けんとう

とあ

わせ、障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

促 進 法
そくしんほう

などを中 心
ちゅうしん

としてすすめられてきた一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

・

自営
じえい

施策
しさく

のあり方
かた

についても検 討
けんとう

するため設置
せっち

された。委員
いいん

は、 障
しょう

がい者
しゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

推 進
すいしん

会議
かいぎ

構 成 員
こうせいいん

4名
めい

と総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

構 成 員
こうせいいん

6名
めい

から構 成
こうせい

され

た。 

 本 作 業
ほんさぎょう

チーム
ち ー む

で検 討
けんとう

した主
しゅ

な内 容
ないよう

は、次
つぎ

のとおりである。 

① 障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

に盛
も

り込
こ

むべき就 労
しゅうろう

に関
かん

する基本的
きほんてき

事項
じこう

 

② 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の守備
しゅび

範囲
はんい

（労 働
ろうどう

分野
ぶんや

との機能
きのう

分 担
ぶんたん

など） 

③ 福祉
ふくし

と労 働
ろうどう

及
およ

び雇用
こよう

にまたがる制度
せいど

と労 働 者 性
ろうどうしゃせい

の確保
かくほ

のあり方
かた

 

④ 就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事 業
じぎょう

、就 労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
がた

・Ｂ型
がた

事 業
じぎょう

、生 産
せいさん

活 動
かつどう

に取
と

り組
く

む生 活
せいかつ

介護
かいご

事 業
じぎょう

、地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーや小規模
しょうきぼ

作 業 所
さぎょうじょ

のあり

方
かた

 

⑤ 雇用率
こようりつ

制度
せいど

及
およ

び差別
さべつ

禁止
きんし

と合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

を含
ふく

む、一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

・自営
じえい

のあり

方
かた

 

⑥ 多様
たよう

な就 業
しゅうぎょう

の場
ば

としての社 会 的
しゃかいてき

雇用
こよう

・社 会 的
しゃかいてき

事 業 所
じぎょうしょ

・社 会
しゃかい

支援
しえん

雇用
こよう

のあり方
かた

 

 

１．障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

促進法
そくしんほう

に関
かか

わる事項
じこう

 

【表 題
ひょうだい

】雇用
こよう

の質
しつ

を確保
かくほ

するための法
ほう

改 正
かいせい

 

【結 論
けつろん

】 

○  量
りょう

だけでなく質
しつ

としての雇用
こよう

を確保
かくほ

するため、障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

促 進 法
そくしんほう

を

改
かい

正
せい

し、障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

第
だい

27条
じょう

[労 働
ろうどう

及
およ

び雇用
こよう

]で求
もと

められる労 働
ろうどう

への権利
けんり

、障 害
しょうがい

に基
もと

づく差別
さべつ

（合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

の提 供
ていきょう

の拒否
きょひ

を含
ふく

む。）の

禁止
きんし

、職 場
しょくば

での合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

の提 供
ていきょう

を確保
かくほ

するための規定
きてい

を設
もう

ける。

現 行 法
げんこうほう

にこれらの規定
きてい

を設
もう

けることが困 難
こんなん

な場合
ばあい

には、それに代
か

わる
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【説 明
せつめい

】 

 現 行 法
げんこうほう

に基
もと

づく障 害 者
しょうがいしゃ

雇用率
こようりつ

制度
せいど

は、主
しゅ

に量
りょう

としての雇用
こよう

の確保
かくほ

を

意図
い と

したものであり、障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

第
だい

27条
じょう

で求
もと

められる、質
しつ

としての

雇用
こよう

の確保
かくほ

を担
たん

保
ほ

するものではない。従
したが

って、公 的
こうてき

機関
きかん

及
およ

び大 企 業
だいきぎょう

に限
かぎ

ら

ず中 小
ちゅうしょう

の企 業
きぎょう

においても、障 害 者
しょうがいしゃ

が他
ほか

の者
もの

と平
ひら

等
とう

な雇用
こよう

条 件
じょうけん

や昇 給
しょうきゅう

・

昇 進
しょうしん

、希望
きぼう

職 種
しょくしゅ

・業 務
ぎょうむ

の充 足
じゅうそく

といった雇用
こよう

の質
しつ

が確保
かくほ

できるようにする

ために、労 働
ろうどう

の権利
けんり

、障 害
しょうがい

に基
もと

づく差別
さべつ

（合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

の提 供
ていきょう

の拒否
きょひ

を含
ふく

む）の禁止
きんし

、職 場
しょくば

における合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

の提 供
ていきょう

の確保
かくほ

等
とう

に関
かん

する必 要
ひつよう

な

規定
きてい

を設
もう

けるべきである。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】雇用
こよう

施策
しさく

の対 象
たいしょう

とする障 害 者
しょうがいしゃ

に就 業 上
しゅうぎょうじょう

必 要
ひつよう

な支援
しえん

を認 定
にんてい

する

仕組
し く

み 

【結 論
けつろん

】 

○  障 害 者
しょうがいしゃ

雇用率
こようりつ

制度
せいど

に 基
もと

づく雇用
こよう

義務
ぎ む

の 対 象
たいしょう

を、あらゆる 種 類
しゅるい

の

障 害 者
しょうがいしゃ

に広
ひろ

げると共
とも

に、それに伴
ともな

って大 幅
おおはば

な引
ひ

き上
あ

げが求
もと

められる

雇用率
こようりつ

達 成
たっせい

のため 事 業
じぎょう

主
しゅ

への支援
しえん

を 拡 充
かくじゅう

する 必 要
ひつよう

がある。また

障 害 者
しょうがいしゃ

が職 場
しょくば

で安 定 的
あんていてき

に就 業
しゅうぎょう

するための合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

の提 供
ていきょう

を含
ふく

む、就 業 上
しゅうぎょうじょう

必 要
ひつよう

な支援
しえん

を明
あき

らかにする総 合 的
そうごうてき

なアセスメント
あ せ す め ん と

を整備
せいび

す

る。 

 

【説 明
せつめい

】 

 個々
こ こ

の障 害 者
しょうがいしゃ

が具体的
ぐたいてき

な就 業
しゅうぎょう

の場
ば

においてどのような支援
しえん

（合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

の提 供
ていきょう

を含
ふく

む。）を必 要
ひつよう

とするかについて、当 該
とうがい

障 害 者
しょうがいしゃ

の就 業
しゅうぎょう

にかかわ

るすべての利害
りがい

関 係 者
かんけいしゃ

（障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

及
およ

び事 業
じぎょう

主
しゅ

も含
ふく

む。）がチーム
ち ー む

とし

てアセスメント
あ せ す め ん と

を行
おこな

う仕組
し く

みを整備
せいび

する必 要
ひつよう

がある。そうしたアセスメント
あ せ す め ん と

は、状 況
じょうきょう

の変化
へんか

に応
おう

じた柔 軟
じゅうなん

な見直
みなお

しが求
もと

められる。 

新 法
しんぽう

（労 働 法
ろうどうほう

）で規定
きてい

する。 
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【表 題
ひょうだい

】障 害 者
しょうがいしゃ

雇用率
こようりつ

制度
せいど

および納付
のうふ

金
きん

制度
せいど

の見直
みなお

し 

【結 論
けつろん

】 

○  障 害 者
しょうがいしゃ

雇用率
こようりつ

制度
せいど

の対 象 者
たいしょうしゃ

の拡
かく

大
だい

に関 連
かんれん

して、法 定
ほうてい

雇用率
こようりつ

およ

び納付
のうふ

金
きん

制度
せいど

は、調 査
ちょうさ

に基
もと

づいて課題
かだい

と限 界
げんかい

を検
けん

証
あか

し、法
ほう

改 正
かいせい

など

に向
む

けて必 要
ひつよう

な見直
みなお

しを行
おこな

うべきである。 

 

【説 明
せつめい

】 

 法 定
ほうてい

雇用率
こようりつ

については、社 会
しゃかい

モデル
も で る

に基
もと

づいた障 害
しょうがい

の範囲
はんい

の拡
ひろむ

大
だい

、

就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

などへの仕事
しごと

の発 注
はっちゅう

額
がく

などに応
おう

じて当 該
とうがい

企 業
きぎょう

の障 害 者
しょうがいしゃ

雇用率
こようりつ

に算 定
さんてい

する見
み

なし雇用
こよう

の制度化
せいどか

などを踏
ふ

まえて、大 幅
おおはば

に引
ひ

き上
あ

げる

方 向
ほうこう

での見直
みなお

しが求
もと

められる。重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

を雇用
こよう

した場合
ばあい

、1人を 2人 分
にんぶん

として算 定
さんてい

するダブルカウント
だ ぶ る か う ん と

については、社 会
しゃかい

モデル
も で る

に基
もと

づいた制度
せいど

に

見直
みなお

すべきであるとの意見
いけん

があった。一 方
いっぽう

、雇用
こよう

義務
ぎ む

の対 象
たいしょう

とする障 害 者
しょうがいしゃ

の

範囲
はんい

の見直
みなお

しが先
さき

に行
おこな

われるべきであることと、それに関 連
かんれん

して、障 害
しょうがい

種 別
しゅべつ

による雇用
こよう

格差
かくさ

が解
かい

消
け

されるような実 効 性
じっこうせい

のある取
と

り組
く

みをすべきで

ある、という意見
いけん

もあった。 

 障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

納付
のうふ

金
きん

制度
せいど

は、助 成
じょせい

額
がく

の引
ひ

き上
あ

げや給 付
きゅうふ

期間
きかん

の恒 久 化
こうきゅうか

に

加
くわ

え、助 成
じょせい

申 請
しんせい

手続
てつづ

きの簡便化
かんべんか

も必 要
ひつよう

である。また、助 成 金
じょせいきん

は事 業
じぎょう

主
しゅ

の 申 請
しんせい

により 給 付
きゅうふ

されるため 必
かなら

ずしも 障 害 者
しょうがいしゃ

の雇用
こよう

を 支
ささ

えるために

有 効
ゆうこう

に活 用
かつよう

されていないとの指摘
してき

がある。障 害 者
しょうがいしゃ

の権利性
けんりせい

を確 立
かくりつ

するた

めにも、障 害 者
しょうがいしゃ

自身
じしん

も申 請
しんせい

できるようにする必 要
ひつよう

がある。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】職 場
しょくば

における合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

の確保
かくほ

 

【結 論
けつろん

】 

○  事 業
じぎょう

主
しゅ

が障 害 者
しょうがいしゃ

に合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

を提
てい

供
きょう

するのに必 要
ひつよう

な経 済 的
けいざいてき

・

技 術 的
ぎじゅつてき

支援
しえん

を受
う

けられるような仕組
し く

みとともに、合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

が提
てい

供
きょう

さ
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れない場合
ばあい

、苦 情
くじょう

の申
もう

し立
た

てと救 済
きゅうさい

措置
そ ち

が受
う

けられるような仕組
し く

みを

整備
せいび

する必 要
ひつよう

がある。 

 

【説 明
せつめい

】 

 就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

、 特 例
とくれい

子会社
こがいしゃ

、 重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

多数
たすう

雇用
こよう

事 業 所
じぎょうしょ

等
とう

での

合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

の実 践 例
じっせんれい

を企 業
きぎょう

に示
しめ

すことで、企 業
きぎょう

の理解
りかい

を求
もと

める。合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

の類型化
るいけいか

や事例
じれい

のガイドブック
が い ど ぶ っ く

の整備
せいび

等
とう

も企 業
きぎょう

の取組
とりく

みを進
すす

める上
うえ

で有 効
ゆうこう

と思
おも

われる。それにあわせ、合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

に係
かかわ

る費用
ひよう

負担
ふたん

のあり方
かた

も

整理
せいり

する必 要
ひつよう

がある。 

また、合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

が提
つつみ

供
きょう

されない場合
ばあい

、障 害 者
しょうがいしゃ

が苦 情
くじょう

を申
もう

し立
た

て、

救 済
きゅうさい

措置
そ ち

が受
う

けられるような 第 三 者 性
だいさんしゃせい

を確保
かくほ

した仕組
し く

みについては、

職 場 内
しょくばない

および労働審判制度
せいど

の整備
せいび

を含
ふく

めて平 成
へいせい

24年度内
ねんどない

を目途
め ど

に得
え

られる

差別
さべつ

禁止
きんし

部会
ぶかい

および労 働
ろうどう

政 策 審
せいさくしん

議会
ぎかい

障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

分科会
ぶんかかい

での検 討
けんとう

結果
けっか

等
とう

を踏
ふ

まえ、適 切
てきせつ

な措置
そ ち

を講
こう

じる必 要
ひつよう

がある。 

 

 

２．障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

促進法
そくしんほう

以外
いがい

の法律
ほうりつ

にも関
かか

わる事項
じこう

 

【表 題
ひょうだい

】就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

に関
かん

する試行
しこう

事 業
じぎょう

（パイロット
ぱ い ろ っ と

・スタディ
す た で ぃ

）の実施
じっし

 

【結 論
けつろん

】 

○  安 定
あんてい

した雇用
こよう

・就 労
しゅうろう

に結
むす

びついていない障 害 者
しょうがいしゃ

に適 切
てきせつ

な就 業
しゅうぎょう

の

機会
きかい

を確保
かくほ

するため試行
しこう

事 業
じぎょう

（パイロット
ぱ い ろ っ と

・スタディ
す た で ぃ

）を実施
じっし

し、賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

や仕事
しごと

の安 定
あんてい

確保
かくほ

等
とう

を伴
ともな

う多様
たよう

な働
はたら

き方
かた

の就 業
しゅうぎょう

系
けい

事 業
じぎょう

や、就 労
しゅうろう

分野
ぶんや

における人 的
じんてき

支援
しえん

のあり方
かた

を検
けん

証
しょう

する。 

 

【説 明
せつめい

】 

（１）パイロット
ぱ い ろ っ と

・スタディ
す た で ぃ

の目 的
もくてき

 

現 在
げんざい

の国
くに

の制度
せいど

では、一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

と福祉的
ふくしてき

就 労
しゅうろう

しか選択肢
せんたくし

がなく、しか

も賃 金
ちんぎん

（工 賃
こうちん

）や位置
い ち

づけ（労 働 者
ろうどうしゃ

か利用者
りようしゃ

か）についても大
おお

きな乖離
かいり

が

ある。そのため、両 者
りょうしゃ

の間
あいだ

に新
あら

たな選択肢
せんたくし

をつくることや福祉的
ふくしてき

就 労
しゅうろう

に
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労 働
ろうどう

法規
ほうき

を適 用
てきよう

すること、さらには多様
たよう

な働
はたら

き方
かた

を保 障
ほしょう

することなど、

種 々
しゅじゅ

の課題
かだい

がある。 

こうした課題
かだい

を解
かい

消
け

し障 害 者
しょうがいしゃ

に 適 切
てきせつ

な就 業
しゅうぎょう

の機会
きかい

を確保
かくほ

するため、

就 労
しゅうろう

分野
ぶんや

における人 的
じんてき

支援
しえん

のあり方
かた

や、社 会 的
しゃかいてき

雇用
こよう

・社 会 的
しゃかいてき

事 業 所
じぎょうしょ

・

社 会
しゃかい

支援
しえん

雇用
こよう

（これらについての詳 細
しょうさい

は、 就 労
しゅうろう

合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

報 告
ほうこく

参 照
さんしょう

）等
とう

、賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

や官 公 需
かんこうじゅ

・民 需
みんじゅ

の優
ゆう

先 発 注
さきはっちゅう

を伴
ともな

う多様
たよう

な働
はたら

き方
かた

の制度化
せいどか

について実 証 的
じっしょうてき

に検
けん

証
しょう

することが、本パイロット
ほ ん ぱ い ろ っ と

・スタディ
す た で ぃ

の目 的
もくてき

である。 

 

（２）パイロット
ぱ い ろ っ と

・スタディ
す た で ぃ

の対 象
たいしょう

 

パイロット
ぱ い ろ っ と

・スタディ
す た で ぃ

の対 象
たいしょう

は全 国
ぜんこく

で 80 か所
しょ

程度
ていど

とし、下記
か き

のような

事 業
じぎょう

所
しょ

とする。 

①最 低
さいてい

賃 金
ちんぎん

の減 額
げんがく

特 例
とくれい

を受
う

けている就 労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
がた

事 業 所
じぎょうしょ

 

② 最 低
さいてい

賃 金
ちんぎん

の１／４ 以 上
いじょう

の 工 賃
こうちん

を支払
しはら

っている 就 労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

Ｂ 型
がた

事 業 所
じぎょうしょ

 

③箕面市
みのおし

等
とう

、地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

独自
どくじ

で最 低
さいてい

賃 金
ちんぎん

をクリア
く り あ

するための補助
ほじょ

制度
せいど

を設
もう

け、その下
した

で運 営
うんえい

されている事 業 所
じぎょうしょ

の他
ほか

、新
あら

たに起 業
きぎょう

する事 業 所
じぎょうしょ

等
とう

。 

④滋賀県
しがけん

及
およ

び札幌市
さっぽろし

等
とう

、地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

独自
どくじ

の制度
せいど

として障 害 者
しょうがいしゃ

と障 害
しょうがい

の

ない者
もの

がともに働
はたら

く職 場
しょくば

形 態
けいたい

となっている事 業 所
じぎょうしょ

。 

 

（３）パイロット
ぱ い ろ っ と

・スタディ
す た で ぃ

での検 証
けんしょう

事項
じこう

 

パイロット
ぱ い ろ っ と

・スタディ
す た で ぃ

での検 証
けんしょう

事項
じこう

は主
しゅ

に以下
い か

の諸 点
しょてん

とする。 

①障 害 者
しょうがいしゃ

自身
じしん

の働
はたら

く意欲
いよく

への影 響
えいきょう

やともに働
はたら

く障 害
しょうがい

のない者
もの

の意識
いしき

の

変化
へんか

 

②就 労
しゅうろう

分野
ぶんや

における人 的
じんてき

支援
しえん

のあり方
かた

 

③対 象
たいしょう

とすべき障 害 者
しょうがいしゃ

や事 業 所
じぎょうしょ

の要 件
ようけん

 

④事
こと

業 者
ぎょうしゃ

が提示
ていじ

する賃 金
ちんぎん

への影 響
えいきょう

 

⑤障 害
しょうがい

従 業 員
じゅうぎょういん

の心 身
しんしん

・労 働
ろうどう

能 力
のうりょく

の変化
へんか

の状 況
じょうきょう
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⑥収 益
しゅうえき

の配 分
はいぶん

とその決 定
けってい

の仕組
し く

み 

⑦事
こと

業 者
ぎょうしゃ

の生 産 性
せいさんせい

・付加価
ふ か か

値引
ち ひ

き上
あ

げの取組
とりく

み 

⑧民 間
みんかん

企 業
きぎょう

と就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

が連 携
れんけい

する取組
とりく

み 

⑨総 合 的
そうごうてき

アセスメント
あ せ す め ん と

の仕組
し く

みなど、新
あら

たな就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

の制度化
せいどか

にあた

って予想
よそう

される課題
かだい

の整理
せいり

。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

と所 得
しょとく

保 障
ほしょう

制度
せいど

（障 害
しょうがい

基礎
き そ

年 金
ねんきん

等
とう

）のあり方
かた

の検 討
けんとう

 

【結 論
けつろん

】 

○  賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

の導 入
どうにゅう

を考
かんが

える上
うえ

で、現 行
げんこう

の所 得
しょとく

保 障
ほしょう

制度
せいど

（障 害
しょうがい

基礎
き そ

年 金
ねんきん

等
とう

）との関 係
かんけい

を整理
せいり

した上
うえ

で、両 者
りょうしゃ

を調 整
ちょうせい

する仕組
し く

みを設
もう

ける。 

 

【説 明
せつめい

】 

 就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

に従 事
じゅうじ

する障 害 者
しょうがいしゃ

が賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

を受
う

ける場合
ばあい

、障 害
しょうがい

基礎
き そ

年 金
ねんきん

等
とう

現 行
げんこう

の 所 得
しょとく

保 障
ほしょう

制度
せいど

との 関 係
かんけい

を整理
せいり

した 上
うえ

で 年 金
ねんきん

財 源
ざいげん

を

賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

に振
ふ

り替
か

える仕組
し く

みや、賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

の対 象
たいしょう

となる障 害 者
しょうがいしゃ

の認 定
にんてい

の

仕組
し く

み等
とう

の検 討
けんとう

が 必 要
ひつよう

となる。平 成
へいせい

22 年
ねん

6 月
がつ

29 日
にち

に閣議
かくぎ

決 定
けってい

された

「 障 害 者
しょうがいしゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

の 推 進
すいしん

のための 基本的
きほんてき

な 方 向
ほうこう

について」では、

「障 害 者
しょうがいしゃ

が地域
ちいき

において自立
じりつ

した生 活
せいかつ

を営
いとな

むために必 要
ひつよう

な所 得
しょとく

保 障
ほしょう

の

在
あ

り方
かた

について、給 付
きゅうふ

水 準
すいじゅん

と負担
ふたん

の在
あ

り方
かた

も含
ふく

め、平 成
へいせい

25年
ねん

常 会
じょうかい

への

法 案
ほうあん

提 出
ていしゅつ

を予定
よてい

している公 的
こうてき

年 金
ねんきん

制度
せいど

の抜
ぬ

本 的
ほんてき

見直
みなお

しと併
あわ

せて検 討
けんとう

し、

平 成
へいせい

24年 内
ねんない

を目途
め ど

にその結 論
けつろん

を得
え

る。」とされる。賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

と所 得
しょとく

保 障
ほしょう

制度
せいど

（障 害
しょうがい

基礎
き そ

年 金
ねんきん

等
とう

）の在
あ

り方
かた

についてもそれを関 連
かんれん

づけて検 討
けんとう

され

るべきである。 

 なお、賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

の導 入
どうにゅう

に当
あ

たっては、下記
か き

の点
てん

に留 意
りゅうい

する必 要
ひつよう

がある。 

①事
じ

業 者
ぎょうしゃ

がモラルハザード
も ら る は ざ ー ど

を起
お

こし支払
しはら

う賃 金
ちんぎん

を引
ひ

き下
さ

げる等
とう

しないよう、

生 産 性
せいさんせい

や付加
ふ か

価値
か ち

を高
たか

めるとともに、障 害
しょうがい

のある従 業 員
じゅうぎょういん

の能 力
のうりょく

開 発
かいはつ

に

より賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

額
がく

の縮 小
しゅくしょう

、あるいは賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

がなくとも最
さい

低 賃 金
ていちんぎん

以 上
いじょう

の

賃 金
ちんぎん

を支払
しはら

うことを目指
め ざ

すような制度
せいど

設 計
せっけい

とすること。 
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②賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

により労 働
ろうどう

市 場
しじょう

の賃 金
ちんぎん

決 定
けってい

にゆがみが生
う

まれ、障 害 者
しょうがいしゃ

以外
いがい

の労 働 者
ろうどうしゃ

の雇用
こよう

の減 尐
げんしょう

が発 生
はっせい

しないようにすること。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

・就 労
しゅうろう

にかかる労 働
ろうどう

施策
しさく

と福祉
ふくし

施策
しさく

を一 体 的
いったいてき

に

展 開
てんかい

するための体 制
たいせい

の整備
せいび

 

【結 論
けつろん

】 

○  障 害 者
しょうがいしゃ

の雇用
こよう

・就 労
しゅうろう

にかかる労 働
ろうどう

施策
しさく

と福祉
ふくし

施策
しさく

を一 体 的
いったいてき

に展 開
てんかい

しうるよう、関 係
かんけい

行 政
ぎょうせい

組織
そしき

を再 編
さいへん

成
しげる

するとともに、地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

レベル
れ べ る

で雇用
こよう

・就 労
しゅうろう

、福祉
ふくし

および年 金
ねんきん

等
とう

に係
かかわ

る総 合 的
そうごうてき

な相 談
そうだん

支援
しえん

窓 口
まどぐち

（ワンストップサービス
わ ん す と っ ぷ さ ー び す

）を置
お

く。 

 

【説 明
せつめい

】 

 現 在
げんざい

、一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

・自営
じえい

は労 働
ろうどう

行 政
ぎょうせい

等
とう

、また福祉的
ふくしてき

就 労
しゅうろう

は福祉
ふくし

行 政
ぎょうせい

の

所 管
しょかん

となっているが、それらを一 体 的
いったいてき

に展 開
てんかい

するには、中 央
ちゅうおう

レベル
れ べ る

の

行 政
ぎょうせい

組織
そしき

を再 編
さいへん

成
せい

するとともに、地域
ちいき

レベル
れ べ る

で就 労
しゅうろう

・生 活
せいかつ

支援
しえん

にかかわ

る、ハローワーク
は ろ ー わ ー く

、福祉
ふくし

事務所
じむしょ

、地域
ちいき

障 害 者
しょうがいしゃ

職 業
しょくぎょう

センタ
せ ん た

ー、障 害 者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・

生 活
せいかつ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーおよび地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

が設置
せっち

する 就 労
しゅうろう

支援
しえん

機関
きかん

、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

、発 達
はったつ

障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーならびに特 別
とくべつ

支援
しえん

学 校
がっこう

など

の関 係
かんけい

機関
きかん

のネットワーク
ね っ と わ ー く

が有 効
ゆうこう

に機能
きのう

し、かつシンプル
し ん ぷ る

な仕組
し く

みを整備
せいび

す

る必 要
ひつよう

がある。 

 また、常 時
じょうじ

介 助
かいじょ

等
とう

を必 要
ひつよう

とする障 害
しょうがい

の重
おも

い人
ひと

びとも、希望
きぼう

する場合
ばあい

に

は、その能 力
のうりょく

を生
い

かして働
はたら

けるような就 労
しゅうろう

のバリエーション
ば り え ー し ょ ん

を検 討
けんとう

するこ

とも重 要
じゅうよう

である。さらに、こうした関 係
かんけい

機関
きかん

ではコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

に支援
しえん

が

必 要
ひつよう

な障 害 者
しょうがいしゃ

が利用
りよう

しやすいよう、十 分
じゅうぶん

な配 慮
はいりょ

がなされる必 要
ひつよう

がある。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】就 労
しゅうろう

合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

の検 討
けんとう

課題
かだい

についてフォロ
ふ ぉ ろ

ーし、実現化
じつげんか

を

めざすための検 討
けんとう

体 制
たいせい

の整備
せいび
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【結 論
けつろん

】 

○  推 進
すいしん

会議
かいぎ

、およびそれに代
か

わるものとして、改 正
かいせい

障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

に基
もと

づき 新
あら

たに設置
せっち

される 障 害 者
しょうがいしゃ

政 策
せいさく

委員会
いいんかい

のもとに就 労
しゅうろう

部会
ぶかい

または

就 労
しゅうろう

検 討
けんとう

チーム
ち ー む

を設置
せっち

して、就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

にかかる試行
しこう

事 業
じぎょう

の検 証
けんしょう

を

含
ふく

む検 討
けんとう

課題
かだい

についての結 論
けつろん

を得
え

る。そのメンバ
め ん ば

ーは経 済
けいざい

団 体
だんたい

、労 働
ろうどう

団 体
だんたい

、学 識
がくしき

経 験 者
けいけんしゃ

（労 働 法
ろうどうほう

、労 働
ろうどう

経 済 学
けいざいがく

、経 営 学
けいえいがく

、社 会
しゃかい

保 障 論
ほしょうろん

などの分野
ぶんや

の専門家
せんもんか

等
とう

）、障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

団 体
だんたい

、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

団 体
だんたい

および地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

等
とう

から構 成
こうせい

する。 

 

【説 明
せつめい

】 

 就 労
しゅうろう

合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

ではきわめて広範囲
こうはんい

にわたる、一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

・自営
じえい

お

よび就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

に係
かかわ

る課題
かだい

について検 討
けんとう

したが、構 成 員
こうせいいん

の専 門
せんもん

領 域
りょういき

が限
かぎ

られていたことや検 討
けんとう

期間
きかん

および時間
じかん

が短
みじか

かったため、結 論
けつろん

を得
え

るま

でには至
いた

らなかった。従
したが

って、推 進
すいしん

会議
かいぎ

、およびそれに代
か

わるものとして、

改正障害者基本法
きほんほう

に基
もと

づき新
あら

たに設置
せっち

される障 害 者
しょうがいしゃ

政 策
せいさく

委員会
いいんかい

のもとに

新
あら

たにつくられる部会
ぶかい

または検 討
けんとう

チーム
ち ー む

には幅 広
はばひろ

い専 門
せんもん

領 域
りょういき

の構
こう

成 員
せいいん

を加
くわ

え、十 分
じゅうぶん

議論
ぎろん

を尽
つ

くし、結 論
けつろん

をえる。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】全 国 民
ぜんこくみん

のなかでの障 害 者
しょうがいしゃ

の生 活
せいかつ

実 態
じったい

等
とう

を明
あき

らかにする基礎
き そ

資 料
しりょう

の整備
せいび

 

【結 論
けつろん

】 

○  障 害
しょうがい

の社 会
しゃかい

モデル
も で る

を基礎
き そ

として雇用
こよう

・就 労
しゅうろう

施策
しさく

を検 討
けんとう

する基礎
き そ

資 料
しりょう

をえるために、国
くに

の基幹
きかん

統 計
とうけい

調 査
ちょうさ

（全 国
ぜんこく

消 費
しょうひ

実 態
じったい

調 査
ちょうさ

や国 民
こくみん

生 活
せいかつ

基礎
き そ

調 査
ちょうさ

等
とう

）において障 害
しょうがい

の有無
う む

を尋
たず

ねる設 問
せつもん

を入
い

れた全 国
ぜんこく

調 査
ちょうさ

を

実施
じっし

する。 

 

【説 明
せつめい

】 

 厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

では、身 体
しんたい

・知的
ちてき

・精 神
せいしん

、3障 害
しょうがい

の就 業
しゅうぎょう

実 態
じったい

調 査
ちょうさ

や
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障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

実 態
じったい

調 査
ちょうさ

を行
おこな

ってきているが、いずれも手 帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

やすでに

雇用
こよう

されている人
ひと

など、限 定
げんてい

された障 害 者
しょうがいしゃ

集 団
しゅうだん

の状 況
じょうきょう

しか明
あき

らかにでき

ない。障 害
しょうがい

ゆえに雇用
こよう

・就 労
しゅうろう

の機会
きかい

を得
え

がたい者
もの

は、それらの障 害 者
しょうがいしゃ

以外
いがい

にも数 多
かずおお

く存 在
そんざい

する。いわゆる制度
せいど

の谷間
たにま

で公 的
こうてき

支援
しえん

を受
う

けることができ

ない人
ひと

びとを支援
しえん

してこそ、障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

・就 労
しゅうろう

の裾野
すその

を広
ひろ

げることができ

る。 

 また、障 害
しょうがい

の社 会
しゃかい

モデル
も で る

を基礎
き そ

とした雇用
こよう

・就 労
しゅうろう

施策
しさく

を検 討
けんとう

する基礎
き そ

資 料
しりょう

として、全 国 民
ぜんこくみん

のなかでの障 害 者
しょうがいしゃ

の経 済
けいざい

活 動
かつどう

や生 活
せいかつ

実 態
じったい

を明
あき

ら

かにすることが重 要
じゅうよう

である。そのためには、国
くに

の基幹
きかん

統 計
とうけい

調 査
ちょうさ

（全 国
ぜんこく

消 費
しょうひ

実 態
じったい

調 査
ちょうさ

や国 民
こくみん

生 活
せいかつ

基礎
き そ

調 査
ちょうさ

等
とう

の全 国 民
ぜんこくみん

を対 象
たいしょう

とした大規模
だいきぼ

社 会
しゃかい

調 査
ちょうさ

）において、尐
すく

なくとも一
いち

時点
じてん

で病 気
びょうき

や障 害
しょうがい

によって活 動
かつどう

が一 定
いってい

期間
きかん

以 上
いじょう

制 限
せいげん

されているかどうかを聞
き

く設 問
せつもん

を追加
ついか

し、その調 査
ちょうさ

結果
けっか

を

分 析
ぶんせき

する必 要
ひつよう

がある。 

 


